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1 はじめに

大阪府立大学における WWWの紹介

宮本貴朗＊ 岡本真彦t

大阪府立大学

小島篤博I

昨今の WWWの爆発的な普及により、大阪府立大学においても数多くの WWWサーバが立ち上がりつ

つあります。これらの WWWサーバは、一部の学科・ 学部等では公式なサーバを構築・運用する方向で検

討が進んでいるものものの、ほとんどが教職員や学生有志の管理によるものです。学科紹介や教員の研究内

容・業績リスト等の内容のかなり充実した公的情報を掲載しているサーバもありますが、ほとんどのサーバ

は公式に認められたものではなく試験的に運用されています。大阪府立大学内で学外にも公開しているホー

ムページは「Informationservers」1に登録しています。ただし、構築途中のものや学外非公開のサーバも

かなりあり、それらは登録されていません。

本稿では、対外接続のトラフィック軽減のために総合情報センターが試験的に運用している Proxyサー

バについて、学内の WWWサーバのうち大阪府立大学のホームページ、 WWWサーバによる文献検索、

NEXTSTEPによる vVWWサーバ、およびJavaについて紹介します。

2 Proxyサーバの運用について

現在、大阪府立大学全体の Proxyサーバとして表 1に示すサーバを試験的に運用しています。これらの

Proxyサーバは、大阪府立大学内の WWWブラウザのみに公開しています。

表 1 大阪府立大学の Proxyサーバ

URL port server 

http://wwwproxy.osakafu-u.ac.jp:8000/ 8000 CERN Proxy server with cache 

http:/ /wwwproxy.osakafu-u.ac.jp:8080 / 8080 Delegate (JIS) Proxy server 

http://wwwproxy.osakafu-u.ac.jp:8081/ 8081 Delegate (SJIS) Proxy server 

http://wwwproxy.osakafu-u.ac.jp:8082/ 8082 Delegate (EUC) Proxy server 

Proxyサーバに利用している計算機は、総合情報センター内の研究用の UNIXワークステーション Sun

SPARCstation2(Memory 64MB, Disk 10GB, SunOS 4.1.3_Ul)を使用し、キャッシュのために 2GB

のDisk領域を割り当てています。

ソフトウェアは、キャッシュのために CERNhttpd 3.0、漠字コード変換のために Delegate2を利用し

＊大阪府立大学総合情報センター

t大阪府立大学総合科学部人間科学講座

：大阪府立大学大学院工学研究科電気工学専攻

1 http://www.osakafu-u.ac.jp/info-servers-j.html 
2 Delegateは、非常に多くのプロトコルを扱うことができますが、現在の運用ではそのうちの漢字コード変換槻能のみを利用して

います。 (ftp://etlport.etl.go.jp/pu b/DeleGate/) 
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ています。 Proxyサーバの構成を図 1に示しておきます。キャッシュの保存期間は 3ヶ月に設定していて、

1996年1月現在で約 2700サイト、約 700MBのデータがキャッシュされています。

wwwp_roxy.osaka_fu-u.ac.jp 

図 1 大阪府立大学の Proxyサーバ

2.1 Proxyサーバの利用状況について

Proxyサーバに対する月別のアクセス状況は図 2のようになっています。 1995年 6月あたりからアクセ

ス数が急激に増えていますが、学内での WWWの一般的な普及の時期と重なっているのではと雅測してい

ます。また、学内のサブネットがこの時期に拡充されているのと、学内向けに Proxyサーバの利J廿を重ね

て広報したことも原因だと思われます。その他の要因として、 1995年 5月から ORlONS向けの対外接続

回線が増強されたことにより、学外の WWWサーバが利用しやすくなったことも挙げられます。

キャッシュのヒット率に関しては、図 2(a)に見られるように、あまり変化はみられません。漢字変換川

のDelegateProxyサーバのアクセス状況は図 2(b)のようになっています。最近では、 Netscapeのように

WWWプラウザ側で曲がりなりにも漢字コードの自動識別と変換および表示が可能になってきていますの

で、 DelegateProxyサーバに対するアクセスの頻度は相対的に少なくなる傾向にあります。

2.2 Proxyサーバ運用上の問題点

Proxyサーバは、 WWWプラウザからの 1つのコネクションに対して 1つのプロセスを forkしますの

で、アクセスが集中すると Proxyサーバ上で多くのプロセスが動くことになります。最近では、 Netscape

などは 1つの WWWプラウザで同時に複数のコネクションが張れるようになっています。実際に、上記の

構成のサーバでは、 processtableがあふれたり、メモリー不足による swapが頻発した時期がありました。

現在は kernelparameterの調整や、不必要な daemonは起動しないなどの応急的な対応を行っています。

根本的な解決はもっと高性能で多くのメモリーを搭載した計算機を Proxyサーバにするか、複数の Proxy

サーバを立ちあげて負荷分散を図るなどが考えられますが、いずれにしろ計算機を別途用意する必要があ

り、費用の捻出がすぐにはできません。また、学内のサブネット単位で Proxyサーバを立ちあげて、 cas-

cacleして運用することにより Proxyサーバのキャッシュのヒット率を高め、大学全体の Proxyサーバの負

荷を低減することも学内のサプネット管理者と協力して進めていきたいと考えています。
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(a) cacheの利用状況 (b) delegateの利用状況

図 2 Proxyサーバの利用状況

3
 

大阪府立大学のホームページ

1994年 8月から準備を始め 1994年 9月 4日3にNTTのWWWサー

バに登録して頂きました。その当時、まだ国内で立ち上がっているサーバは少なかったので、

Map of Jap皿にも登録して頂くことができました。

大阪府立大学のホームページは、

Clickable W3 

現在の大阪府立大学のホームページは、上記の Proxyサーバと同じ計算機で兼用で運用しています。現

在サーバに使っているのは、 CERNhttpd 3.0です。内容的には、 1994年度版の大学発行のパンフレット

に掲載されているものの一部を HTML化したものと、学内の公開サーバのポインタが主な内容です。

本節では、大阪府立大学のホームページにある CGIを用いて行なっているサービスについて紹介します。

なお、 このサーバもあくまで実験的に行っているものであり、公式のサーバではありません。

3.1 Local NewsgroupのWWWでの公開

NetNews上で fudai.* という LocalNewsgroupを運用しています。この Local

NewsgroupをNNTPとhttpの変換プログラム htnnr付を利用して、学外の WWWプラウザからも読む

ことができるようになっています％

大阪府立大学内では、

fudai. *の LocalNewgroupへの投稿については、電子メイルで可能なように設定されています。例え

fudai. talk.miscに投稿する場合には、

バ上で NetNe,vsに投稿される仕組みになっています。

の OBの利用が結構あるようです。

ば、 fudai-talk-misc@osakafu-u.ac.jpにメイルを出せば、 メイルサー

利用状況はログをみる限りでは、卒業生などの本学

3.2 学内の anonymousFTPサーバの検索

学内の anonymousFTPサーバから ls-lRの情報を定期的に収集し、

ア等のファイル情報を検索できるような仕組みを提供しています凡

WWWから学内にあるソフトウェ

ファイルの検索の部分は、 archieクラ

3関西空港が開港した日です：-) 

4和歌山大学の床井先生が開発されたもので、詳しくは http://emily.eco.wakayama-u.ac.jp/ kohe-t/ products.htmlを参照し

て下さい。

5 http://www.osakafu-u.ac.jp/cgi-bin/htnnrp?-g十fudai

6 http://www.osakafu-u.ac.jp/center/FS.html 
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図 3 大阪府立大学のホームページ

イアントの出カフォーマットと同じ形式で検索結果を返すように perlを用いて作成しました。検索入力部

分と CGIの部分は、 WWWとarchieのgatewayを行なう AA-1.2を改造し、多少の機能変更を行なうこ

とで簡単に実現できます。

3.3 堺の空

総合情報センターから見える外の風景を videocameraで取り込んだスナップショット画像が見れるよう

にしています八 Macintoshでは、 MacHTTP+ QuickCam + FrameServer.cgiの組合せで簡単に実現で

きるようですが、ここではワークステーションを使って実現しています。使用している機材とソフトウェア

を以下に示しておきます。

• Hardware 

Sun SPARCstaion2(SunOS 4.1.3_Ul) 

Sun VideoPix + Sun Video Can1era 

e Software 

CGI Interface 

VideoPixから YUV形式画像ファイルの取り込みプログラム

YUV形式画像から GIF形式ファイルヘの変換プログラム

画像取り込みプログラムは、 VideoPixに附属のサンプルプログラムを参考にし、 C言語で自作しまし

た。画像フォーマット変換部分は、フリーウェアを組み合わせて利用しています。 CGIの部分は cshで記

7 http://www.osakafu-u.ac.jp/cgi-bin/sakai 
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述し、画像フォーマット変換後の GIF形式の画像ファイルを張り付けた HTMLを返します。この様子を

図 4に示します。

図 4 堺の空

4 Macintoshを使った WWWサーバによる図書検索システム

本節では、 Macintosh上で作動する WWWサーバを利用した図書検索システムについて説明します。

この検索システムは、総合科学部人間科学講座の心理学担当教員が購入・保管している図書のデータベース

が検索でき、主に心理学の担当教員及び学生の研究・教育のために利用されています。

筆者の研究室では知覚・記憶• 発達・社会心理などの心理学の各領域に分類して整理番号を付け、この整

理番号にもとづいて図書が保管されています。大阪府立大学総合情報センターでは、汎用機ベースの OPAL

と呼ばれる図書情報システムを運用していますが、さらに別のシステムを構築した理由は上記の整理番号が

利用可能なデータベースが必要であるからです。

4.1 必要なソフトウェア

図書検索システムを実現するために必要なソフトウェアは次のようなもので、すべて Macintosh上で動

作するものです。

e WWW  Server 

MacHTTP2.2(Stai-Nine社）

• DataBase 

ファイルメーカ Pro2.l(Claris社）

大阪大学大型計算機センターニュース 18 Vol. 25 No. 4 1996 -2 



o CGI 

ROFM CGI(Russell Owen's FileMaker CGI) 

ACME Script Widgets 2.5 package 

データベースと WWWサーバを連係させるために、 CGI集であるフリーウェアの ROFMCGI8とシェ

アウェアの ACMEScript Widgets 2.5 package9を利用します。

なお、 UNIXの場合には、標準入出力で CGIをサポートしていますが、 Macintoshでは AppleEvcntに

よって CGIでのデータのやりとりを可能にしています。したがって、 CGIはAppleScriptによって記述さ

れることになり、今回の検索システムは AppleScriptが実行可能な Macintosh上でのみ動作します。外凹

文献検索の入力画面の様子を図 5に示しておきます100 

'tl≫U, 贔召ぃ心応I? 加ぶ叫 恥臼広中油t砂 -≪,w-; 蕊釦ぽ き

A両 oror胃尋lmr.＂＜郊....

!D: (i: れは，私たちの研究三でつけた笠理誓号です．）

邸 rtサ:I"""'叫（釦此）

声 血 中 I01'1tlD叫 l。I 

_,,c, ば玲，

図 5 外国文献検索の入力

4.2 検索処理の流れ

WWWサーバの INPUTタグで入力された情報は、図 6の様に処理されます。ここでは、 Pressley,:tvlack-

inon, ・walker著の Metacognition,cognition, and hum皿 performanceを検索する例で説明します。

1. WWWサーバの INPUTタグから post..argsとして ROFMCGIに入カデータが渡されます。

_database=fbook&_field=index1&Title=metacognition 

8 http://rowen.astro.washington.edu/ 

, http://gz.fastpipe.com/acme/SWidgetsDL.html 

IO http://ukyo.cias.osakafu-u.ac.jp/DocJ /jbfind.html 
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FileMakerPro 

ACME parse args osax 

図 6 検索処理の流れ

ここで、一databaseは検索されるデータベースの名前、且eldは検索結果を表示するフィールドであ

り、 INPUTタグの HIDEコマンドを利用して、それぞれfbookとindexlになるように設定してい

ます。

2. posLargsの内容は、 INPUTタグで受け取ったもをのが＆で連結されています。また、日本語の場

合は、 URL形式に変換されるので文字化けしています。半角スペースを＋に置き換えて送ってくる

場合もあるようです。そこで、 ROFMCGIは受け取った posLargsを、 ACMEparse args osaxに

渡して日本語やスペースを元に戻す処理 (URLデコード）を行います。

3. ROFM CGIはURLデコードされた情報をファイルメーカーに渡します。

{{databasename}, {fbook}, {fieldname}, {index1}, {nameAndDataList}, 

{metacongtion}} 

4. ファイルメーカーは渡されたデータを keyにして検索を行い、検索結果に HTML化する際に必要な

タグを付加した情報を ROFMCGIに返します。

｛くIMGSRC=star.gif><B>Title: Metacognition, cognition, and human performance 

Vol.1</B><BR>Author:Foorest-Pressley, D.L., Mackinon, G. E., Waller, 

T. Gray<BR>Year: 1985 ISBN:0-12-262301-0 整理番号：D169-1<BR>} 

5. 検索された情報を一覧表に（またはソート）して HTML形式に直して、 WWWサーバヘ返すという

処理を行っています。

｛ヒット件数 recordsfounds}, {くIMGSRC=star.gif><B>Title: Metacognition, 

cognition, and human performance Vol.1</B><BR>Author:Foorest-Pressley, 

D.L., Mackinon, G. E., Waller, T. Gray<BR>Year: 1985 ISBN:0-12-262301-0 

整理番号：D169-1<BR>}, {Result Generated 日付｝

上記例での検索結果の様子を図 7に示しておきます。
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図 7 外国文献検索の結果

4.3 検索を快適に行うために

実際に MacintoshでWWWサーバを運用してみて分かったことは、それほど速い CPUである必要はな

く、 68030や68040が搭載されたものでも十分に実用に耐えます。実際に筆者の研究室では、 SE/30を用

いて WWWサーバを運用しています。しかし、この図書検索システムを SE/30で動かすためには、次の

2点に注意が必要です。

まず、メモリはかなり必要で、特にファイルメーカーには多くのメモリを割り当てた方がいいようです

（筆者の所では， 5MBぐらい）。次に、 AppleScriptの実行に時間がかかるため、 MacHTTPの方で、ア

クセスタイムの制限時間を長めに設定する必要があるようです。

5 NEXTSTEPによる WWWサーバの運用

箪者の所属する講座では、ほとんどの学生が自分の PCを研究室に持ち込んで、端末として利用していま

す。最近では、 LinuxなどPC-UNIXを使うケースも増えてきました。筆者もその一人で、 NEXTSTEP

という OSを使っていますが、個人的な作業環境のほか、 WWWのサーバとしても利用しています。

本節では、 NEXTSTEP上での WWWサーバの構築と運用、そして実験的に作成した Javaのページに

ついて紹介します。

5.1 WWWサーバ (httpd)の立ち上げ

WWWサーバを構築するためには、まずサーバ本体である httpdが必要です。現在、一般に配布されて

いる httpdには何種類かありますが、筆者が使っているのは NCSAhttpd 1.4.2です。 httpdのインストー

ル自体は特に苦労することもなく完了しましたが、運用を開始したあとで問題点が 1つみつかりました。

外で情報検索エンジンを管理している方から E-mailで指摘をいただき、 httpdが返す時刻表示がおかしい

ことがわかったのです。調べてみると、時刻を文字列に変換するライプラリルーチンに非互換な部分がある

ことがわかり、早速修正して11再インストールしました。

サーバの次はコンテンツですが、自分のマシンですから容量は無制限、自分の趣味の PC自作購座や熱幣

11パッチは http://darwin.ss.cs.osakafu-n.ac.jp/ark/ nextstep /httpd .patchにあります。
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魚関係、 NEXTSTEPや LinuxのTIPSなど、かなりの数のページを製作しました12。ページ作りに利用

しているエデイタは Muleです。 HTML文書用の編集モードがあるので、大変便利です。また、ページ間

のリンクは、なるべく階層や前後関係がわかりやすいように工夫しています。時々 httpdのログを調べてみ

ると、約 2、 3時間に一度アクセスされているようで、製作者としてはうれしい限りです。

5.2 Javaについて

WWWの世界では、従来の静的なコンテンツの転送に加え、プログラムを転送し即実行できる技術が広

まりつつあります。そのための言語として急速に普及しつつあるのがJava言語です。筆者も Javaのデモ

ページ13を見て感動し、自分でも何か作ってみようと思い立ちました。 Javaを利用したページは、

1. Javaプログラムの作成

2. Javaコンパイラでコンパイル

3. HTMLファイルから参照

という手順で作成します。まず、デモなどを参考にして、 Javaプログラムを作ります。例えば、ページ上

に "Hello・world!"と表示するプログラムは、次のようになります。

import java.awt.*; 

import java.applet.*; 

public class Hello extends Applet 

｛ 

public void paint(Graphics g) 

｛ 

g.drawString("Hello World!", 50, 25); 

｝
 

｝
 

次に、上記のプログラムを、 Javaコンパイラ 14でコンパイルします。

$ j avac Hello. j ava 

コンパイルが通ると、 Hello.classというファイルができます。この classファイルが、ネットワーク

を介してクライアントに転送され， Netscapeなどの WWWプラウザの中で実行されることになります。あ

とは、この classファイルをホームページのデイレクトリ内に置き、次のようなタグを HTMLファイルに

書いておけば、 Javaページの完成です。

<applet code=Hello.class width=200 height=50> </applet> 

12 http://darwin.ss.cs.osakafu-u.ac.jp/ark/ 
13 http://java.sun.com/ 

14 Sunから JavaDevelopment Kitとして配布されています。
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ここ紹介したプログラムは、文字列を表示するだけの簡単なものですが、実際にはもっと動きのある、

"Javaらしい”ページを作ることもできます。筆者が試しに作ったページは、 「囚人のジレンマ」というあ

る種のシミュレーションで、 1秒毎に画面が更新されます15。このスナップショットを図 8に示します。

¥層ldow

_;j_J 企」 ~_J~~_@j _:J 
Location, r知ttpJ /darvin. SS. CS. OS虹 u-u.ac. jp/ark/j ava/beta/ば

知 rillSlalJava四 e
的 U油 Iii!竿 If!迄Y I 辺~ I ~匡XI

0このペ
ください。

ージは， Nttsc呼•もしくは BttaApplttを実行可能なプラウザで櫛覧

Prisoner's DUf:lllma 

• cooperatOI' 

• betrayer 

• new cooperatOI' 

new betrayer 

size: 50 x 50 

be neflt 1 ,85 

Initial rate of betrayers: 0.1 

generation: 39 ~ 
y-11け 「lllJ.rr,ミ 11 、 'I マ I>--呼:/:':l'-11~

四画
I
 函

図 8 「囚人のジレンマ」のページ

6 おわりに

現在の WWWの爆発的な普及には、ホームページを誰もが簡単に作れるということが一般に認識される

ようになったことが、大きな要因になっています。本稿では、 Proxyサーバの運用状況、 CGIを使ったい

ろいろなサービスの提供、 MacHTTPとファイルメーカーを使ったマッキントッシュで動作する図書検索

システム、 NETXTSTEPでの WWWサーバと Javaについて紹介しました。いずれも、簡単にこのよう

なシステムを構築することができ、小さな情報を提供する場合に個人ベースででも可能です。今後、 簡単に

情報発信が可能なことがより一般に認知されれば、より WWWの世界が開けるに違いありません。

今後は、大学ならではの情報発信に努力を注 ぐとともに、大学に関する公的情報の公開に当たっては、掲

載する情報を検討する機関の設置と公式 WWWサーバの運営が必要だと思われます。

最後になり ましたが、 大阪府立大学のネットワークの運営に日頃から携わっておられる総合情報七ンター

のスタッフとサプネット管理者の方々にこの場をお借りして感謝致します。

15 http:// darwin .ss.cs.osakafu-u .ac.jp / ar k/java/beta/test-j.h tml 
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